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本研究では，街並を構成する建築物の印象の統一によって街並を想起する際の経過時間感覚が短くなるとの
仮説を措定し，室内実験を通じて同仮説を検証した．魅力的な街並を想起する際，その経過時間が実際よりも
最近のことに感じられるタイムギャップ感が生じることがあり，同感覚が魅力的な街並を形成する要因の一つで
ある可能性がある．認知科学では，経過時間感覚が短くなることを，意味的関連度の高い情報群が同時に想起
の対象となることで，情報処理の流暢性が高まるためだと説明する．そこで本研究では，情報の意味的関連度
を建築物の印象の統一と捉えた上で，和風型の街並の想起を対象に，建築物の印象の統一が同街並想起のタイ
ムギャップ感に与える影響を経過時間判断課題により検討した．実験の結果，建築物の印象が統一されている場
合に経過時間感覚が短くなる傾向，すなわち上記仮説を支持する可能性が示唆された．
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1. はじめに

(1) 背景
ある出来事を想起する際，実際にはむかしのことだ

としても，まるでつい最近のことのように感じること
があるだろう．街並の想起においても，例えば，かつ
て訪れた街並をふと思い出した際，当時の街並が鮮明
によみがえると同時に，まるでつい最近訪れたかのよ
うに感じることがある．
Relph1)により，没場所性として場所と人との結びつ

きの希薄化に警戒が鳴らされ，またそれは場所での経
験や記憶の積み重ねが失われることに端を発するとの
指摘を受けて久しい．そういったなか，街の記憶を思
い出し，その経過時間に対する主観的感覚の歪みに影
響を及ぼす要因を明らかにすることは，没場所性に対
する処方箋を提供するとともに，街と人を結びつける
方法論の提案に繋がると考える．

(2) タイムギャップ感に関する認知科学的解釈
想起における経過時間感覚の歪みは，実際の経過時

間と，ある出来事がどのくらい前に起きたのかという
主観的に感じる経過時間との間の差によって生じると
され，同歪みはタイムギャップ感（Feeling of time gap;

FOG）と呼ばれ研究が蓄積されてきた2)．タイムギャッ
プ感の原因となる主観的な経過時間感覚は，大きく 2

つのプロセスにもとづくことが指摘されている3)．ひ
とつは，位置ベース（location-based）の時間感覚と呼
ばれ，時間を同定しやすいランドマークイベントを想
起し，それを手がかりに想起の対象となる経過時間を

同定していくという分析的なプロセスである．もうひ
とつは，距離ベース（distance-based）の時間感覚と呼
ばれ，想起対象そのものから推定される直観をたより
に経過時間を同定するというプロセスである．一般に，
正確な経過時間の同定には，与えられた質問や想起可
能な記憶内容を手がかりに，出来る限り詳細に時間を
再構成しすることが効果的だということをわれわれは
経験的に知っているように，位置ベースの時間感覚は，
距離ベースの時間感覚に比べ，タイムギャップ感が生じ
にくい．

一方で，ある出来事がいつ起きたのか，実際に正確に
知っている場合でさえ，ふとした瞬間の想起では主観的
にはずいぶん昔のことにように感じることがあるよう
に，われわれの日常的な経過時間感覚は距離ベースの
時間感覚が支配的だと言える．こうした距離ベースに
もとづく時間感覚は，情報処理の流暢性によってその
メカニズムが説明される4)．一般に，情報の想起は，わ
れわれが保持する記憶情報内の想起対象情報へのアク
セス可能性を高めることで実現されると言われる．す
なわち，想起対象とした情報へのアクセスを活性化さ
せ，同活性が一定の閾値を超えた時，情報が想起され
る．このとき，記憶構造内におけるアクセスが活性化
されることは，情報処理の流暢性を高めることを意味
しており，これによって情報が素早く処理され，主観
的な経過時間が短くなるとされる．また，記憶情報は
その意味的関連度に応じて構造化されている．そのた
め，ある情報の想起は，想起対象となる情報に付随す
る他の情報のアクセス活性化によってもまた促進され，
情報処理の流暢性が高まる．したがって，意味的関連



度が近い情報，言い換えれば想起対象となる情報と文
脈が一致する情報を同時に想起すると，情報へのアク
セスが活性化され，より多くの情報が想起されるとと
もに，処理の流暢性が増し，その経過時間感覚が短く
なるとされる．
われわれの街並想起におけるタイムギャップ感は，あ

る瞬間のふとしたの想起であることが多く，主観的な
感覚にもとづく，距離ベースの時間感覚の関与が強い
ことが推察される．これを踏まえれば，街並を想起し
た際に，多くのことを思い出すことができ，それが実
際よりも最近のことのように感じられることは，想起
対象となった街並を構成する要素の意味的関連度の近
さ，言い換えれば文脈の一致によって，想起時の情報
処理の流暢性が増したとの解釈を与えることができる
と言える．

(3) 連続判断パラダイムにもとづくタイムギャップ感
の検討方法

距離ベースにもとづく想起量とタイムギャップ感の測
定方法として，連続判断パラダイムに基づく再認課題と
時間判断課題が実施されてきた5)．同パラダイムでは，
刺激を連続して提示する中で，ターゲットとなる刺激
をラグを隔てて 2回提示する．参加者には，2回目に提
示された刺激が，1回目の提示から何項目隔てて反復さ
れたのかを回答することを求め，これを主観的な経過
時間の判断（Judge of Recency）の指標とする．例え
ば，Hitzman6)は，特に JORに影響を与える要因とし
て情報の意味的関連度に着目し，同課題にもとづき，1

回目の刺激提示である学習フェーズと，2回目の刺激提
示であるテストフェーズの文脈の一致により，JORが
短く判断されることを示した．具体的には，人名を刺
激とし，各人名を 5～30のラグを隔てて 2回提示した．
人名は，アルファベットのみで表記されたものを文脈
なし条件と，アルファベットのまわりに装飾が施され
た表記されたものを文脈あり条件とした 2種類が設定
され，参加者は，提示される各人名に対し．1回目の提
示か 2回目の提示なのか再認判断を行うとともに，2回
目の提示と回答した場合は，隔てた項目数を回答させ
ることで JORを実施した．その結果，1回目と 2回目
に提示される人名の表記法の文脈が一致する場合は文
脈が一致しない場合に比べて，再認成績が高く，JOR

が短くなることが観察され，提示刺激の文脈が経過時
間感覚を短くすることを示した．

(4) 枠組み
a) 対象とする街並
そこで本研究では，再認課題及び連続判断パラダイ

ムに基づく経過時間判断課題を実施することで，街並

の文脈によって街並の想起量とタイムギャップ感に差異
が生じることを明らかにする．
本研究で検討の対象とする街並は，各地の街並整備
においてテーマになることが多い歴史性とする．歴史
まちづくりでは，歴史上価値の高い建築物とその周辺
に残る歴史的な建築物をもとに，地域固有の風情，情
緒やたたずまいといった歴史的風致の維持・向上が取り
組まれている．その地域の固有の歴史や文化を反映し
た歴史的価値の高い建築物とその周辺市街地の一体化
をはじめ，街並としての価値を高めることが課題であ
り，残された歴史的資源を活用するとともに，周囲の
街並にそぐわない建築物を修景することが試みられて
いる．本研究では，こうした建築物の修景が，街並の
想起のタイムギャップ感や想起量に影響を与えること，
すなわち，残された歴史的価値の高い建築物とその周
囲の建築物により形成される印象の文脈によって，街
並の想起が促進され，それがより最近のことのように
感じたり，反対に，歴史性を感じない建築物によって
街並の想起が抑制され，それが遠い過去のことのよう
に感じることを明らかにすることで，歴史まちづくり
が目指す歴史的資源の活用とその周囲の街並の修景の
指針を探ることを試みる．
連続判断パラダイムにもとづき，街並想起のタイム
ギャップ感を実験的に検討するためには，実験に用いる
刺激を選定する必要がある．本研究では，木野勢ら7)，
平野ら8)を参考に，歴史的な価値が高く街並の核とな
りうる「伝統建築」，和風の意匠を基調とし，歴史ま
ちづくりの素地となる「和風建築」，意匠的な工夫や
配慮が見られない「一般建築」の 3種類に建築物を類
型化し，実験に用いる刺激を選定した．まず，全国の
重要伝統的建造物保存地区及びそれに準ずる地区とそ
の周辺にて 2階建建築物を対象に，建築物全体が入る
ようデジタルカメラにて撮影した全 500枚の建築画像
の中から，木野勢ら7)，平野ら8)を参考にした 3つの類
型化に従い，各建築物の種類ごと 15の建築画像ととも
に，ダミー街並刺激を作成するため 40の建築画像を加
えた計 75画像を選定した．つづいて，これらの画像を
AdobePhotoshopCS5により，背景等を削除した大きさ
縦 180pixelの建築画像に変換した（図–1）．
なお，建築画像の横の大きさは，それぞれの建築物
画像によって異なるため，縦方向を基準とし，縦横比を
保持するように拡大もしくは縮小させることで刺激を
作成した．これらの建築画像を横並びに 5画像配置し，
これを街並刺激とした．具体的には，重要伝統的建造物
保存地区のような歴史性が強い街並を想定し，伝統建
築画像 5画像により構成される伝統型街並刺激と，歴
史まちづくりに配慮した修景が行われ，歴史性が中程
度な街並を想定し，伝統建築画像 1画像と和風建築画



図–1 選定した建築画像の一例

図–2 作成した街並刺激の一例

像 4画像により構成される和風型街並刺激及び，建て
替えが立て替えが進み歴史性が弱い街並を想定し，伝
統的建築画像 1画像と一般建築画像 4画像により構成
される一般型街並刺激の 3種類の街並刺激を設定，作
成した．伝統型街並刺激は文脈あり街並刺激，和風型
街並刺激は文脈が中程度の街並刺激，一般型街並刺激
は文脈がない街並刺激として設定した．街並刺激内の
各建築画像の配置は，それぞれ種類の建築画像をラン
ダムに配置した（図–2）．
b) 街並想起における想起量とタイムギャップ感の関係
街並想起における想起量については，再認課題を実

施することで検討する．具体的には，記憶フェーズと
して街並刺激の記憶を行い，つづいて想起フェーズと
して記憶フェーズにて記憶した建築物画像の想起を行
う．このとき，記憶フェーズにて提示する街並刺激は，
上述の街並の文脈の程度が異なる 3種類の街並刺激と

し，文脈の有無による想起量の差異を検討する．
タイムギャップ感については，連続判断パラダイムに
もとづく経過時間判断課題により検討する．具体的に
は，街並刺激をラグを隔てて 2度提示し，提示される
街並刺激が 1回目の提示か 2回目の提示かの回答を求
めるとともに，2回目とした回答した場合は，1回目の
提示との提示間隔の回答を求める．同課題についても，
文脈の程度が異なる 3種類の街並刺激を用い，各街並
刺激の提示時間隔の回答の差によってタイムギャップ感
を検討する．

(5) 目的
以上より本研究は，街並の文脈に着目し，同文脈が
街並想起の想起量及びタイムギャップ感に与える影響を
明らかにする．具体的には，街並を構成する建築物の
印象に着目し，印象の統一の程度によって生じる街並
想起の想起量及びタイムギャップ感の差異を，再認課題
及び連続判断パラダイムにもとづく経過時間判断課題
を実施することで検討する．もし，街並の文脈が街並
想起の想起量及びタイムギャップ感に影響を及ぼしてい
るならば，印象の統一が図られている街並ほど，再認
成績が高く，JORが短くなることが予想される．

2. 実験1：街並の文脈が与える街並想起の想
起量への影響

(1) 方法
a) 実験参加者
実験参加者は，学生 2名であった．

b) 刺激
記銘フェーズで提示する街並刺激は，伝統型街並刺
激，和風型街並刺激及び一般型街並刺激を各 3刺激作
成し，計 9街並刺激とした．
想起フェーズで提示する刺激は，単体の建築画像と
し，これを建築刺激とした．建築刺激は，記銘フェー
ズで提示された街並刺激に配置された建築画像をター
ゲット建築刺激とし，街並刺激に含まれていない建築
画像をディストラクタ建築刺激とした．
刺激の提示は，まず記銘フェーズにて 1街並刺激を
提示し，つづいて，想起フェーズにて，5ターゲット建
築刺激及び 4ディストラクタ建築刺激をランダムに提
示した．
各刺激は，PowerPoint（Microsoft社）で制御され，
実験参加者の約 58cm前方に設置された 13インチ LCD

に提示された．
c) 手続き
実験参加者は着座し，前方に設置されたディスプレ
イを両眼視し，手元の回答用紙に回答を記入すること



を求められた．
1試行の開始は，LCDの画面中央に凝視点（“＋”，視

覚 1.5◦ × 1.5◦，白い背景に黒色で表示）の点灯を合図
とした．記銘フェーズとして，凝視点の消灯と同時に，
街並刺激が 5s提示された．つづいて，記憶の定着を図
るための探索課題を 1分間実施した後，想起フェーズと
して建築刺激が 5s提示された．建築刺激は，ターゲッ
ト建築刺激もしくはディスラクタ建築刺激がランダム
に提示された．参加者の課題は，記銘フェーズにて提示
された街並刺激を記憶し，想起フェーズにて提示され
た建築刺激を提示される都度，再認を行い，その回答
を手元の回答用紙に記入することであった．再認の回
答は，「あった」「なかった」の 2択であった．各参加者
は，これら一連の試行を 9試行することを求められた．

(2) 結果と考察
基礎的な分析として，各街並のターゲット刺激の再

認正答数の平均値を算出した（表–1）．
その結果，伝統型街並刺激，和風型街並刺激，一般

型街並刺激の順にターゲット刺激の再認正答数が大き
いことが観察された．これは，街並を構成する建築物
の印象の統一性が高いほど再認正答数が大きくなるこ
とを示しており，街並想起においても文脈が一致する
ほど，再認成績が高くなることが示された．また，特
に伝統型街並及び和風型街並の再認数と比較して一般
型街並の再認正答数が小さい傾向が観察された．この
ことは，歴史性を強く感じる伝統建築物が少ない場合
であっても，周囲の街並を和風に修景することで，一
定以上街並を想起することが可能になることを示して
いる．

3. 実験2：街並の文脈が与える街並想起にお
けるタイムギャップ感への影響

(1) 方法
a) 実験参加者
実験参加者は，実験 1に参加した学生 2名であった．

b) 刺激
刺激は，実験 1で作成した 9つの街並刺激をターゲッ

ト刺激とするとともに，新たにダミー刺激として 6つの
街並刺激を加えた．これらの 15の街並刺激はすべて 2

表–1 再認正答数

伝統型街並 和風型街並 一般型街並
参加者 1 12 12 11
参加者 2 13 12 10
平均 12.5 12 10.5

回提示するため延べ 30刺激からなる．同一のターゲッ
ト街並刺激が反復提示されるまでに挿入されるラグ数
は，10街並刺激とした．
c) 手続き
実験参加者は着座し，前方に設置されたディスプレ
イを両眼視し，手元の回答用紙に回答を記入すること
を求められた．
1試行の開始は，LCDの画面中央に凝視点（“＋”，視
覚 1.5◦ × 1.5◦，白い背景に黒色で表示）の点灯を合図
とした．つづいて，街並刺激を 2s提示された．参加者
の課題は，提示された街並刺激が 1度目もしくは 2度
目の提示なのかを回答し，2度目の提示であれば，1度
目の提示と 2度目の提示間隔を手元の回答用紙に記入
することであった．各参加者は，これら一連の試行を
30試行することを求められた．

(2) 結果と考察
基礎的な分析として，2回目に提示した刺激のうちそ
の再認が正答だった刺激を対象に，各街並において，実
際のラグ数である 10ラグから，参加者が回答したラグ
数を除し，その平均値をタイムギャップとして算出した
（表–2）．その結果，一般型街並刺激のタイムギャップ
に比べて，伝統型街並刺激，和風型街並刺激のタイム
ギャップが小さくなることが確認された．このことは，
建築物の印象の統一性が高いと，経過時間を短く感じ
ることを示している．ただし，建築物の印象の統一性
が高くとも，客観的な経過時間と比較して経過時間が
短くならないこともまた観察された．

4. まとめ

本研究では，街並の印象の統一による，街並想起の
想起量及びタイムギャップ感への影響を検討した．その
結果，街並の印象の統一が高いと，想起量が多く，ま
た経過時間感覚が短くなる傾向が観察された．このこ
とは，街並の印象を統一することで，より多くの街の
記憶が，実際よりも最近のことのように思い出される
可能性があることを示唆している．
なお，本研究は準備実験と位置づけ，実施及びその
分析を行った．今後さらなる検討を行なうことで，街
並想起における想起量とタイムギャップ感が明らかにな
るものと思われる．

表–2 タイムギャップ

伝統型街並 和風型街並 一般型街並
参加者 1 1 -1 1
参加者 2 2 3.7 5.7
平均 1.5 1.3 3.3
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